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石
巻
、
仙
台
、
亘
理
、
山
元
の
学

校
現
場
か
ら
、「
あ
の
日
」
の
こ

と
と
そ
の
後
の
こ
と
。
学
校
・
地

域
の
再
生
に
つ
い
て
、
子
ど
も
を

通
し
て
こ
と
ば
を
紡
ぐ
。

『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』
好
評
連
載
中

「
相
談
室
の
窓
か
ら
」
を
中
心
に
、

子
育
て
支
援
・
発
達
相
談
・
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
青
年
の

就
労
支
援
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
ご
と
の
具
体
的
な
援
助
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
よ
り
よ
い
支
援

の
方
法
を
探
求
。

一
七
八
五
円

一
五
七
五
円

も くじ

青
木

　
道
忠
﹇
著
﹈

3
・
11
あ
の
日
の
こ
と
、あ
の
日
か
ら
の
こ
と

み
や
ぎ
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
・
日
本
臨
床
教
育
学
会
震
災
調
査

準
備
チ
ー
ム
﹇
編
﹈

発
達
の
つ
ま
ず
き
に

よ
り
そ
う
支
援

理
解
は
ま
る
ご
と
・
て
い
ね
い
に

震
災
体
験
か
ら
宮
城
の
子
ど
も
・
学
校
を
語
る
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ア
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研
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カ
リ
キ
ュ
ラ
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準
じ
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基
礎
研
修
」の
テ
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ス
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法
制
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さ
れ
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引
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素
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ポ
ー
タ
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働
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変
え
る
！

若
者
に
寄
り
添
う
伴
走
型
支
援
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
す
べ
て
明
ら
か
に
。

定
価
２
３
１
０
円

定
価
２
１
０
０
円

杉
本
健
郎
●
編

付録DVD
「医療的ケア」
実技研修の手引き

若
者
就
労
支
援

地
域
で
支
え
る

就
労
支
援

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

●
静
岡
方
式
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
、「
ど
ん
な
人
で
も
働
け
る
」

　
と
い
う
信
念
を
、た
だ
ち
に
実
行
に
移
す
だ
け
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静
岡

津
富
宏
●
編
著

＋

す
べ
て
の
若
者
を
受
け
入
れ
、支
援
は
無
償
。

拠
点
と
な
る「
場
」を
持
た
ず
、ゴ
ー
ル（
職
場
）へ
一
直
線…

TEL 075（661）5741
FAX 075（693）6605

価格税込・送料何冊でも240円クリエイツかもがわ〒601-8382
京都市南区吉祥院石原上川原町21
http://www.creates-k.co.jp

●書店では「かもがわ出版」発売の本とご注文ください。●



　
　
　

「応益負担」廃止！
　障害者の声を聞き、総合福祉法をつくれ！
　　障害程度区分は、なくせ！
　　　骨格提言、完全実施！
　　　　福祉の予算を増やせ！
　　　　　障害者ぬきに、障害者のことを決めるな！

　　──10月13日、ストップ・ザ応益負担 兵庫集会  



　６回目となるストップ・ザ応益負担兵庫集会が10月13日、小雨の降る中、神戸市役所南側
の東遊園地で開催されました。兵庫県では、障害者自立支援法が施行された2006年の11月に
県庁前で第１回を開催しました。１回目は「やっぱりおかしい障害者自立支援法」。２回目は「そ
れでもおかしい障害者自立支援法」と訴えてきました。障害の重い人ほど、負担も重くなる制
度。金のない者から金を取る制度。「私たち抜きに、私たちのことを決めないで！」は、多く
の市民に賛同が広がりました。



　８月30日に障害者総合福祉法の骨格案が出されました。障害者自立支援法違憲訴訟での国
と訴訟団の合意を踏まえて、さまざまな障害者団体等の代表が参加して論議してきた障がい者
制度改革推進会議総合福祉部会の到達です。今こそ、この骨格案を骨抜きにさせないたたかい
が求められています。国民の運動に広げながら、障害者の尊厳を回復し、取り戻すために頑張
りましょう。（２・３面のコメントは、集会主催者代表の津

つ だ

田充
みつゆき

幸さんのあいさつの抜粋です。）



　井戸敏三兵庫県知事に、障害者総
合福祉法の制定等を求める要請書を
手渡しました。「私たちの願いがつ
まった障害者総合福祉法を制定する
こと。障害者総合福祉法の制定にあ
たり、障害者福祉制度を充実させる
ため地方自治体の財源を充分に確保
すること。障害者総合福祉法の成
立・施行を待つことなく、自立支援
医療の低所得者の負担を０円にする
ことなど、応益負担（定率負担）は
直ちに撤廃すること」という要請で
す。そして、三宮センター街やトア
ロードをパレードして、市民にも願
いを伝えました。

（写真・文　下野祇園）
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安全・安心の鉄道輸送
─�問われている技術継承問題と
安全問題

国鉄労働組合大阪地区本部執行委員　西
にしぞの

薗　重
しげみ

美さん

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
一
九
八
七
年
の
発
足
時
に
約
五
万
人
い
た
社
員
が
今
で
は
三
万
人
を
切
る
ほ
ど
の
大

規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
〇
七
名
の
死
者
、
五
五
〇
名
の
負
傷
者
を
出
し
た
二
〇
〇
五

年
の
福
知
山
線
脱
線
事
故
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
進
め
て
き
た
、
安
全
よ
り
儲
け
第
一
の
経
営
姿
勢
に
よ
っ

て
起
き
、
今
も
そ
の
体
質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
事
故
後
も
、
線
路
・
信
号
・
車
両
な
ど
の
保
守
・
整
備
を

行
う
職
場
の
外
注
化
を
拡
大
し
、
駅
を
中
心
に
社
員
か
ら
契
約
社
員
（
一
年
ご
と
の
雇
用
契
約
で
最
長
五

年
の
有
期
間
労
働
者
）
へ
置
き
換
え
る
な
ど
、
効
率
化
の
名
に
よ
る
「
合
理
化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
、
線
路
や
車
両
の
保
守
・
点
検
な
ど
鉄
道
固
有
の
専
門
的
能
力
の
技
術
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
件
費
抑
制
を
目
的
に
一
九
八
二
年
度
か
ら
一
九
九
一
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
、
新
規
採

用
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
辞
め
さ
せ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

同
時
に
、
車
両
・
線
路
・
信
号
な
ど
の
保
守
点
検
が
外
注
化
さ
れ
、
下
請
け
労
働
者
は
、
深
夜
に
線
路
の

保
守
作
業
を
連
続
し
て
行
う
な
ど
、
そ
の
労
働
条
件
は
極
め
て
劣
悪
で
す
。
走
行
す
る
列
車
に
接
触
し
て

死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
成
果
主
義
賃
金
制
度
」
を
導
入
し
、
競
争
を
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
、
労
働
者
が
集
団
で
仕
事

を
担
う
べ
き
職
場
に
分
断
や
孤
立
が
起
こ
り
、
鉄
道
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

「
指
令
所
」
は
、
列
車
の
運
行
を
行
う
「
心
臓
部
」
と
も
言
え
る
職
場
で
す
。
列
車
の
遅
れ
な
ど
ダ
イ

ヤ
の
乱
れ
を
す
ば
や
く
収
束
さ
せ
る
に
は
、
長
年
の
経
験
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
若
い
社
員
は
こ
こ

を
経
験
し
な
い
と
昇
職
で
き
な
い
仕
組
み
が
作
ら
れ
、
二
～
三
年
の
勤
務
で
の
入
れ
替
え
が
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
少
し
の
ト
ラ
ブ
ル
で
も
ダ
イ
ヤ
が
長
時
間
回
復
し
な
い
原
因
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
上
で
の
安
全
問
題
で
は
、
多
く
の
駅
で
社
員
を
配
置
し
な
い
無
人
駅
化
と
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の

委
託
化
が
進
み
ま
し
た
。
大
阪
駅
や
新
大
阪
駅
な
ど
大
き
な
駅
以
外
は
、
ホ
ー
ム
要
員
が
配
置
さ
れ
て
い
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にしぞの　しげみ
52歳。1978年、国鉄入社。1995年、電車運転手に（尼崎電車区）。
現在、国鉄労働組合大阪地区本部執行委員。家族は妻と子ども
二人。

る
駅
は
ほ
ぼ
無
く
な
り
、
残
念
な
が
ら
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
非

常
報
知
装
置
の
整
備
拡
大
な
ど
の
指
導
が
あ
り
、
東
西
線
北
新
地
駅
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
初
め
て
「
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
費
用
や
ホ
ー
ム
形
状
、
柵
に
合
わ
せ
た
車
両
形
式
と
両
数

な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
全
駅
へ
の
導
入
は
困
難
で
す
。「
一
人
体
制
」
の
駅
、
窓
口
や
改
札
の
「
時
間
帯

無
人
化
」
の
駅
も
増
え
、
乗
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
も
進
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
乗
客
の
命
を
守
る

た
め
に
、ま
た
、お
年
寄
り
や
障
害
を
持
っ
た
方
々
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、ハ
ー

ド
面
で
の
対
策
と
同
時
に
、
必
要
な
ホ
ー
ム
要
員
の
配
置
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
求
め
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
の
問
題
は
、
福
知
山
線
脱
線
事
故
以
後
、
過
密
ダ
イ
ヤ
と
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
解
消
な
ど
、
改
善

さ
れ
た
面
は
あ
り
ま
す
。
以
前
は
、
駅
の
停
車
時
間
（
ド
ア
の
開
閉
時
間
）
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
も
二
〇
秒

の
と
こ
ろ
が
多
く
、
常
に
遅
れ
て
駅
を
発
車
す
る
状
態
で
し
た
が
、
事
故
後
は
一
定
の
柔
軟
性
が
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
儲
け
優
先
の
ダ
イ
ヤ
設
定
は
現
在
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
こ
の
三
月

か
ら
大
阪
駅
が
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
休
日
に
は
新
快
速
の
一
二
両
化
運
転
な
ど
大
阪
駅
へ
の
集
客

を
目
的
に
快
速
電
車
な
ど
の
本
数
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
普
通
電
車
し
か
停
車
し
な
い
駅
は

電
車
の
本
数
が
減
ら
さ
れ
、
不
便
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
続
け
て
き
た
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
と
労
働
強
化
、
外
注
化
の
拡
大
に
よ
る
安
全
の
丸
投

げ
と
技
術
継
承
問
題
、
労
働
者
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
「
成
果
主
義
賃
金
」
な
ど
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に

は
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
鉄
道
の
安
全
輸
送
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
で
働

く
労
働
者
と
み
な
さ
ん
の
共
通
し
た
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
国
労
は
、「
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
必
要
な
要
員
の
配
置
と
設
備
の
充
実
、
労
働
条
件
の
改
善
と
労
働

者
の
権
利
が
守
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
」
と
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。



生

き

る

特
集

誰
も
が
安
全
・
安
心
な
社
会
を
創
ろ
う

「
第
一
七
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
in
京
都
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

写真は、開通のめどが立たないＪＲ山田線の浪
なみいた

板海岸駅。
線路横に伸びている命は、何を物語るのでしょうか

（写真：下野祇園）


